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求めて学ぶ 考えて行う 自ら鍛える ２月１６日（金）

『ピョンチャンオリンピック』

校長 飯野 博史

もう２月も半ばとなりました。この先、卒業式、修了式まであっという間に過ぎていき

ます。あと約１か月ですが、学年のまとめをしたり、進級・卒業の準備をしたり、大変重

要な時期です。一日一日を大切に、充実した生活を送るよう指導していきます。差し当た

っては２６日（月）からの後期期末考査に向けて全力で取り組むよう、ご家庭でもご協力

よろしくお願いいたします。

連日「ピョンチャンオリンピック」がテレビ中継されています。競技を応援するのも楽

しみですが、オリンピックに出場する選手たちがどんな思いでオリンピックに臨むのか、

家族はどんな思いで活躍を見守っているのかなど、大変興味深いところです。

■「自立の家訓」高木美帆選手（スピードスケート女子）銀メダル

高木選手は北海道南東部の幕別町で生まれ育ちました。兄と姉・菜那選手の３人きょう

だいです。「お母さんのことを手伝う」という父親の方針で、高木選手は中学生の時、母親

がしていた新聞配達をきょうだいと一緒に手助けしたそうです。吹雪の日も毎朝５時には

起き、自転車をこいで、一件ずつ配って回りました。大会のある日も新聞配達をした後、

自転車で試合会場にやってくることもあったそうです。スケート部の監督が「朝から動い

て、本当に疲れていないか？」と聞くと、「全然、大丈夫です」とけろりとした表情で答え

たということです。

「できることは自分でやる」というのが高木家の家訓。学校に持っていく弁当も自分た

ちで作りました。スケート部監督は「朝起きたら親がご飯を作って食べさせ、車で送って

あげる家庭も多い。高木家の育て方が世界で通用する脚力を生んだのでしょう」とみる。

2010年バンクーバーオリンピック・デビューから８年、悔しさをバネに見事「銀メダル」

を獲得しました。次は1000ｍとパシュートに出場、「金メダル」を目指します。

■「勇気のお守り」高梨沙羅選手（スキージャンプ女子）銅メダル

2014年ソチオリンピックではメダル最有力選手と期待されながら４位に終わり大粒の悔

し涙を流した高梨沙羅選手。ソチオリンピック直後から何度も夢にうなされました。空中

に飛び出すと体が動かず、なぜか着地バーンに吸い込まれていく自分、助走ゲートに座っ

ている自分、夜中にはっと目が覚めることもあったそうです。この４年間は悔しさとの戦

いでもありました。

高梨選手には壁にぶつかるたびに見つめる宝物があります。母の千景さんからもらった

指輪です。２年前、ギリシャ文字の彫りがすり減ったゴールドの指輪を千景さんからもら

い受けたそうです。この指輪を小袋に入れ、遠征先に持っていくようになりました。

「見ると母が近くにいてくれるような気がして、やるしかないという気持ちになる」と

いいます。千景さんは経営するコンビニ店などで朝から晩まで働きながら、高梨選手の競

技生活を支えてきました。高梨選手はオリンピックにもこの指輪を持っていきました。

千景さんは２本目のジャンプを手を合わせるように見つめ、着地が決まると立ち上がっ

て拍手しました。「頑張った。本当に頑張った。私にとっては金メダルです」と涙を浮かべ

ました。母の指輪が「銅メダル」を取らせてくれたのかも知れません。

競技はまだまだ続きます。選手たちの活躍を応援していきましょう。

しらさぎ



◎生徒の活躍
・目黒区中学校ソフトテニス学年別大会 2/11

準優勝 ○○○○くん・○○○○くん

３ 位 ○○○○くん・○○○○くん

■１年生「横浜校外学習」 2/9

青空が広がり、絶好の校外学習日和となりました。

学校でチェックを受けた後、横浜に向かって班毎に出発

しました。マリンタワー、横浜美術館、氷川丸など事前

に調べ、自分たちで決めたコースを協力し合って回りま

した。

昼食はチェックポイントとなっている中華料理店で取

りました。本格的な中華料理を味わい、生徒たちは大喜

びでした。

１年生の成長が感じられた一日でした。校外学習の成

果を今後の学校生活にいかしていきます。

■「小・中連携（二校研修会）」
１４日（水）大岡山小学校において「小・中連携（二

校研修会）」を開催しました。八中の教員が大岡山小学

校の５校時の授業を見学しました。

どの学年、学級も活発に意見を出し合ったり、発表し

合ったりしていました。とても参考になりました。

授業を見学した後は各教科等に分かれ、分科会形式で

研修を深めました。今年度、小・中連携に継続的に取り

組んできたので、終始和やかな雰囲気で研修が進みまし

た。教科の専門的な指導内容や指導方法など話し合いも

深まりました。

大岡山小も八中も、保護者による学校評価アンケート

「小・中連携」の項目について、肯定的な評価が昨年度

よりアップしました。

これからも連携に努め、９年間を見通して八中校区の

子供たちを育てていきます。

↑校外学習

小・中連携↓

◎３月の行事予定
１日（木）学校保健委員会、安全指導日

２日（金）展示会準備

５日（月）全校朝礼

学習発表会（展示の部）

６日（火）保護者会

７日（水）学校公開日

「3.11を忘れない」講演会

８日（木）３年生を送る会、専門委員会

９日（金）中央委員会

12日（月）生徒会朝礼

３年消費者教室

13日（火）３年校外学習

14日（水）職員会議、ＰＴＡ実行委員会

15日（木）３年薬物乱用防止教室

16日（金）卒業式予行、職員会議

19日（月）卒業式前日準備

20日（火）卒業式

21日（水）春分の日

22日（木）校内駅伝大会、美化デー

23日（金）修了式

24日（土）春休み始


